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●    ●    ●    ●
初めて主体的,人間的な感性の豊かさ,音楽的
な耳,形式の美を味わう目,要するに人間的な




























































●    ●                                                            ●    ●    ●
かな(reich)人間と豊かな人間的欲求がとっ




●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●
性,止むに止まれぬこととしてもっている人間












































●    ●    ●
調していたのは,個人が自由にそうした活動に


































































































会の物質的生産諸力｣ (MEW, Bd.13, S.9,訳6





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13) Peffer 1990, pp.100-14を参照｡
14)以上の快楽説,欲求充足説,客観的リスト説と
































は, Frankena 1973, p.64を参照｡
21)徳倫理学的理解をとり,かつアリストテレスの
影響を重視する文献として, Gilbert 1984, Hurka
1993, Rain 1988, McCarthy 1990, 92, 2003, Meikle
1985, Pike 1999, Wilde 1998,山U 2007を参照｡
22)ギルバートのその他の関連する論考として, Gil-





































ンもこの箇所に着目している｡ Allen 1973, pp.192-
6を参照｡
29)以下, 『ゴータ綱領批判』における共産主義の















































































































47) Boyd 1988,松井2007, 53-4頁を参照｡
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